
(2) 避難訓練等の実際
Ⅰ 学校の概要

南海トラフ巨大地震による本町の被害想
定は，最大震度６弱，津波の高さは９ｍと
なっている。標高０～10ｍの区域が大半を
占めるため，町全体に大きな被害が及ぶこ
とが予想される。
本校は海抜９ｍである。町の災害時避難

場所にも指定されており，災害時は屋上に
校区住民が避難するようになっている。

Ⅱ 避難訓練の取組の概要
１ 取組の内容，方法等
(1) 11月に町内一斉の津波避難訓練が計
画されており，本校もそれに合わせて，
避難の仕方を確認したり，地震や津波
の怖さについて考えたりする機会にし 【校舎屋上に避難する場面】
ている。

(2) 避難訓練の前に町内小・中学校の教
頭，防災担当者，町の職員合同で研修
会を行っている。その際，具体的な避
難の仕方や工夫の在り方について検討
する機会を設けている。

２ 避難訓練の内容とねらい
(1) 学校と地域が一体となった避難訓練
を実施することにより防災意識の一層
の高揚を図る。

(2) 災害発生時における安全で素早い避
難の仕方や自他の生命を守る態度を身
に付けさせる。

３ 防災意識を高めるための取組
(1) 防災意識を高めることをねらいとし 【アイリンブループロジェクト:東日本大震災
て，月１回のショート避難訓練を行っ で娘を亡くした方の話を伺う場面】
ている。２学期以降は児童に知らせず
に実施し，より実際に即した形で行う ５ 取組の成果と課題
ようにしている。 (1) 成果

(2) アイリンブループロジェクトに参加 ・ 月１回のショート避難訓練を実施す
し，東日本大震災の被害にあった方の ることにより，防災の意識を高めるこ
話を伺うことにより，防災に対する意 とができた。
識をもち続けることの大切さを実感す ・ 町内一斉に避難訓練を行うことによ
る機会をもつ。また，専門的な視点か り，職員，児童一人一人が危機意識を
ら，地震や津波の起こるメカニズムを 高めて訓練に参加することができた。
知ることにより，避難の仕方の在り方 ・ 震災を経験した方の話を伺うことに
について見直す。 より，地震・津波の怖ろしさを改めて

知ることができた。また，命の大切さ
４ 避難訓練等の状況 も実感するよい機会になった。
(1) 地震・津波の避難訓練の実施 (2) 課題
ア 開催期日 令和３年11月13日 ・ 町内一斉で行う訓練の意義を高める
イ 参加者 全児童，地域住民 ために，避難後の対応や保護者への引

町職員，保育園関係者 き渡しの在り方について検討する必要
ウ 参観者 なし がある。
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